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「
初
め
て
学
ぶ
分
野
で
、

視
野
が
広
が
っ
た
」
「
専
修

大
学
の
学
生
と
交
流
で
き
て

楽
し
か
っ
た
」
。
人
間
学
部

人
間
文
化
学
科
の
１
、
２
年

次
生
２０
人
が
９
月
８
日
と
９

日
の
２
日
間
、
専
修
大
学
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
奈
川
県

川
崎
市
）
で
学
ん
だ
。
専
修

大
学
文
学
部
と
人
間
科
学
部

の
協
力
で
実
現
し
た
初
の
特

別
研
修
で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

や
児
童
心
理
に
つ
い
て
の
特

別
講
義
を
受
講
。
両
学
部
の

学
生
と
グ
ル
ー
プ
討
論
し
た

け
い

こ

り
相
撲
部
の
稽
古
を
見
学
し

て
「
ち
ゃ
ん
こ
」
を
味
わ
う

な
ど
、
専
修
大
学
の
伊
勢
原

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
同
伊
勢

原
市
）
を
足
場
に
有
意
義
な

２
泊
３
日
を
過
ご
し
た
。

「
社
会
を
読
む
」
と
題
し

て
展
開
さ
れ
た
文
学
部
人
文

・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の

山
田
健
太
教
授
の
特
別
講
義

は
、
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
新

聞
の
１
面
の
比
較
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
書

籍
・
雑
誌
な
ど
の
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
か
ら
多
様
な
情
報
を
入

手
し
や
す
い
日
本
の
状
況
が

説
明
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
る

制
度
と
し
て
日
本
型
の
「
表

現
の
自
由
」
に
論
が
進
ん

だ
。学

生
の
表
情
が
ひ
と
き
わ

真
剣
味
を
増
し
た
の
は
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
話
が
及
ん

だ
時
。
戦
前
・
戦
中
の
言
論

弾
圧
へ
の
反
省
か
ら
、
憲
法

は
例
外
を
設
け
ず
「
表
現
の

自
由
」
を
保
障
し
て
い
る
こ

と
が
取
り
締
ま
り
を
難
し
く

し
て
い
る
と
い
う
解
説
に
、

「
憲
法
と
の
関
わ
り
を
知

り
、
今
ま
で
の
疑
問
が
解
け

ま
し
た
」
（
佐
藤
ひ
か
る
さ

ん
∥
１
年
次
・
宮
城
県
石
巻

好
文
館
高
）
と
う
な
ず
く
学

生
が
目
立
っ
た
。

自
分
た
ち
の
関
心
事
を
述

べ
合
い
、
有
効
な
情
報
発
信

に
つ
い
て
探
っ
た
専
大
生
と

の
意
見
交
換
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
の
方
策
が
話
し
合
わ
れ

た
。
武
山
海
斗
さ
ん
（
２
年

次
・
宮
城
県
石
巻
商
業
高
）

は
「
改
め
て
震
災
の
事
を
深

く
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
」と
話
し
、震
災
の
関
連
記

事
を
報
じ
る
石
巻
の
地
元
紙

を
専
大
生
に
託
し
て
い
た
。

９
日
に
は
、
人
間
科
学
部

心
理
学
科
の
吉
田
弘
道
教
授

の
特
別
講
義
「
子
ど
も
の
心

の
成
長
に
つ
い
て
‥
地
域
社

会
の
役
割
」
を
受
講
。
子
ど

も
の
成
長
を
果
た
す「
地
域
」

の
力
を
学
び
、
地
元
へ
の
思

い
を
新
た
に
す
る
場
面
も
。

専
大
の
相
撲
道
場
で
は
国

技
の
伝
統
に
ふ
れ
、
ち
ゃ
ん

こ
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

人
間
文
化
学
科
主
任
の
松

﨑
俊
之
教
授
は

「
大
い
に
刺
激
を

受
け
た
よ
う
で
、

勉
学
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
」、

遠
藤
郁
子
特
任
准

教
授
は
「
若
い
か

ら
吸
収
も
早
い
。

こ
の
数
日
で
随
分

し
っ
か
り
し
た
よ

う
に
感
じ
る
」
と

学
生
の
奮
闘
を
た

た
え
た
。

ガ
ソ
リ
ン
１
㍑
当
た
り
の

走
行
距
離
２
５
５
・
９５
㌔

―
。
理
工
学
部
・
山
本
研
究

室
（
指
導
・
山
本
憲
一
教

授
）
に
所
属
す
る
機
械
工
学

科
自
動
車
工
学
コ
ー
ス
の
４

年
次
生
８
人
と
３
年
次
生
１

人
、
大
学
院
生
１
人
が
「
手

作
り
自
動
車
省
燃
費
競
技
大

会
」
（
９
月
１３
日
、
仙
台
市

・
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
）

で
念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し

た
。排

気
量
５０
㏄
の
手
作
り
自

動
車
を
使
用
。
１
周
６
３
３

㍍
の
コ
ー
ス
を
平
均
時
速
２５

㌔
以
上
で
２０
周
し
、
ガ
ソ
リ

ン
の
消
費
量
か
ら
燃
費
を
算

出
す
る
。「
高
校
の
部
」「
大

学
・
高
専
の
部
」
に
県
内
外

か
ら
計
６
チ
ー
ム
１１
台
が
出

場
。
本
学
の
「
奥
津
男
子（
お

く
つ
ボ
ー
イ
）
」
号
は
安
定

し
た
滑
ら
か
な
走
り
で
、
好

記
録
を
マ
ー
ク
し
た
。

横
地
涼
さ
ん
（
４
年
次
・

宮
城
県
南
郷
高
）
は
「
ド
ラ

イ
バ
ー
の
体
形
に
合
わ
せ
て

フ
レ
ー
ム
を
改
良
し
た
こ
と

が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
」
と

感
激
の
表
情
。
仲
間
と
肩
を

た
た
き
合
い
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
た
。

大
会
は
自
動
車
技
術
会
東

北
支
部
が
主
催
。
本
学
は
３

回
目
の
挑
戦
で
栄
冠
を
勝
ち

取
っ
た
。

本
学
を
発
着
点
に
、
自
転

車
で
宮
城
県
内
の
沿
岸
を
駆

け
る
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北

２
０
１
４
」
（
主
催
∥
河
北

新
報
社
、
ヤ
フ
ー
）
が
９
月

１４
日
に
開
催
さ
れ
た
。
全
国

か
ら
約
２
８
０
０
人
が
参

加
。
本
学
か
ら
は
坂
田
隆
学

長
を
は
じ
め
学
生
、
教
職

員
、
卒
業
生
ら
１０
人
が
出
場

し
、
完
走
を
果
た
し
た
。

被
災
地
の
今
を
見
、
東
北

の
自
然
や
旬
の
味
覚
に
ふ
れ

る
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
、

順
位
や
タ
イ
ム
を
競
わ
な
い

フ
ァ
ン
ラ
イ
ド
方
式
。
今
回

は
女
川
・
雄
勝
フ
ォ
ン
ド

（
６０
㌔
）
か
ら
新
設
の
気
仙

沼
フ
ォ
ン
ド（
２
２
０
㌔
）ま

で
、全
４
コ
ー
ス
を
設
定
。キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
駐

日
米
国
大
使
が
女
川
・
雄
勝

フ
ォ
ン
ド
を
完
走
す
る
な

ど
、盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

最
長
の
気
仙
沼
フ
ォ
ン
ド

は
、
朝
も
や
の
立
ち
込
め
る

午
前
５
時
３０
分
に
ス
タ
ー
ト

し
、
卒
業
生
を
含
め
３
人
が

参
加
し
た
。
２
年
連
続
で
参

加
し
た
坂
田
学
長
は
北
上
フ

ォ
ン
ド
（
１
０
０
㌔
）
を
走

破
。
女
川
・
雄
勝
フ
ォ
ン
ド

を
完
走
し
た
三
瓶
明
裕
さ
ん

（
理
工
３
・
日
本
放
送
協
会

学
園
高
）
は
「
沿
道
の
人
た

ち
が
笑
顔
で
応
援
し
て
く

れ
、
私
も
笑
顔
で
手
を
振
り

返
せ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
思

い
出
で
す
」
と
話
し
た
。

本
学
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
出
場
者
用
の
テ
ン
ト

村
や
物
品
販
売
・
イ
ベ
ン
ト

の
会
場
と
な
り
、
多
く
の
人

の
憩
い
の
場
と
な
っ
た
。

「
１
０
０
人
い
る
避
難
所

に
弁
当
が
３０
個
し
か
届
か
な

か
っ
た
。
あ
な
た
が
リ
ー
ダ

ー
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
」

経
営
学
部
・
山
崎
ゼ
ミ

（
指
導
・
山
崎
泰
央
教
授
）

の
学
生
１７
人
が
９
月
、
西
日

本
の
５
大
学
を
回
り
、
学
生

同
士
で
復
興
や
防
災
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
っ
た
神
戸
の
学

生
と
２
年
前
か
ら
交
流
し
て

き
た
が
、
体
験
談
の
披
露
か

ら
脱
却
し
よ
う
と
内
容
を
工

夫
。
具
体
的
な
問
い
で
対
話

を
深
め
た
。

ゼ
ミ
生
は
３
班
に
分
か

れ
、
４
、
５
日
に
神
戸
市
、

京
都
市
、
大
阪
市
を
、
１６
日

に
愛
媛
県
松
山
市
を
訪
問
。

兵
庫
県
立
大
学
や
龍
谷
大

学
、
松
山
大
学
な
ど
計
８
大

学
の
学
生
と
机
を
囲
ん
だ
。

冒
頭
の
問
い
に
は
「
公
正
な

抽
選
で
決
め
る
」
「
子
ど
も

を
優
先
す
る
」
な
ど
の
意
見

が
出
て
活
発
な
や
り
取
り
に

な
っ
た
と
い
う
。
例
題
の
も

と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
山

崎
教
授
が
責
任
者
と
な
っ
て

開
講
し
て
い
る
「
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
」
の
講
演
録
。

講
師
は
石
巻
地
域
で
復
興
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

や
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
。
災
害

時
の
対
応
な
ど
示
唆
に
富
む

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

同
様
の
試
み
を
山
崎
教
授

が
あ
る
大
企
業
の
新
入
社
員

研
修
で
行
い
、
手
ご
た
え
を

つ
か
ん
だ
と
聞
き
、
ゼ
ミ
生

が
奮
起
。
練
習
を
重
ね
「
対

話
し
な
が
ら
次
の
行
動
が
見

え
て
く
る
知
的
興
奮
に
満
ち

つ
の

だ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
角
田

勇
気
さ
ん
∥
３
年
次
・
宮
城

県
涌
谷
高
）
に
仕
上
げ
た
。

対
話
で
深
ま
っ
た
共
感
か

ら
、
震
災
を
忘
れ
な
い
「
リ

ン
ク
・
ハ
ー
ツ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
動
き
出
し
た
。
神

戸
芸
術
工
科
大
学
の
学
生
ら

と
協
力
し
、
被
災
地
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
５
０
０
０
人
か

ら
集
め
る
。

ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
マ
ン
と
い

ひ
と
が
た

う
人
形
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
記
さ

れ
た
「
き
ず
な
」を
つ
な
げ
、

神
戸
市
や
本
学
で
展
示
す
る

計
画
だ
。

経
営
学
部
・
舛
井
ゼ
ミ

（
指
導
・
舛
井
道
晴
准
教

授
）
の
学
生
１３
人
が
、
石
巻

市
内
の
仮
設
住
宅
で
自
動
車

の
共
同
利
用
事
業
を
行
う
日

本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協
会

の
業
務
改
善
に
つ
い
て
提
案

を
ま
と
め
、
９
月
１
日
に
本

学
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
の

効
率
化
プ
ラ
ン
を
探
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー

タ
（
本
社
・
東
京
）
と
地
元

の
Ｉ
Ｔ
企
業
イ
メ
ー
ジ
ア
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
社
員
が

協
力
。
２
、
３
年
次
生
が
３

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
同

協
会
で
聞
き
取
り
調
査
し
、

浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
点
を

分
析
し
た
。

関
係
者
約
３０
人
が
見
守
る

な
か
、
各
チ
ー
ム
は
「
業
務

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
よ
る
作

業
分
担
」
「
車
検
業
務
の
メ

ー
ル
通
知
」
「
車
両
・
利
用

者
等
の
情
報
整
理
と
管
理
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
」
な
ど
に
つ
い
て
改
善
案

を
発
表
。
同
協
会
職
員
の
審

査
で
「
情
報
整
理
と
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
」
の
提
案
が
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。

受
賞
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た

２
年
次
の
小
形
駿
貴
さ
ん

（
宮
城
県
塩
釜
高
）
は
「
聞

き
取
り
調
査
で
業
務
が
複
雑

化
し
て
い
る
と
い
う
課
題
が

分
か
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

第
６５
回
仙
台
北
弓
道
大
会

（
９
月
７
日
、
仙
台
市
泉
弓

道
場
）
の
一
般
男
子
の
部
で

阿
部
竜
也
さ
ん
（
経
営
１
・

宮
城
県
塩
釜
高
）
が
優
勝
を

飾
っ
た
。

１
人
が
４
射
し
的
中
数
を

競
う
個
人
戦
で
、
本
学
弓
道

部
か
ら
男
子
８
人
、
女
子
３

人
が
出
場
。
阿
部
さ
ん
は「
勝

つ
こ
と
ば
か
り
に
集
中
せ

ず
、
正
射
必
中
を
心
掛
け
て

大
会
に
挑
み
ま
し
た
。
高
校

か
ら
弓
道
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
個
人
で
の
入
賞
は
初

め
て
で
、
自
信
に
つ
な
が
り

ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

一
般
女
子
の
部
で
は
氏
家

萌
さ
ん（
理
工
３
・
山
形
県
寒

河
江
高
）が
２
位
に
入
っ
た
。

◀

坂
田
学
長
（
左
か
ら
５
人

目
）
ら
本
学
の
参
加
者

カ
ー
シ
ェ
ア
の

業
務
改
善
提
案

健脚発揮 坂田学長ら１０人完走

□ ツール・ド・東北２０１４ □

舛
井
ゼ
ミ

人
間
文
化
学
科
１
、２
年
次
生
２０
人

専大生田キャンパスで特別研修

阿
部
さ
ん
が
優
勝

勉学意欲を刺激

仙
台
北
弓
道
大
会

好
記
録
で
念
願
の
初
優
勝

機 械
工学科

▲

阿
部
さ
ん
（
前
列
左
か
ら

３
人
目
）、
氏
家
さ
ん
（
同

４
人
目
）
ら
多
く
の
部
員

が
入
賞
し
た

手
作
り
自
動
車
省
燃
費
競
技
大
会

西
日
本
の
５
大
学
巡
り

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
経営学部
山崎ゼミ

▲ 軽快な走りを見せた「奥津男子」号

▶

実
際
の
紙
面
を
題
材
に
山
田
教
授
が
解
説

▶

専
大
相
撲
部
員
に
挑
戦

第５２９号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１４年（平成２６年）１０月１５日（９）


